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AE51A21 日本語・日本文化研究法 1 1.0 1・2 秋AB 火3 2G407
杉本 武,谷口
孝介

文献探索、レポート作成の方法を含め、日本語、日本
文化をどのように学び、研究するかについて考える。

日本語・日本文化学類正規生
(2019年度以降の入学者)に限
る。
CDP

AE51A11 日本語・日本文化基礎論 1 1.5 1 秋ABC 応談
杉本 武,谷口
孝介

日本語・日本文化学類における勉学・研究の基礎理念
を求めて、学類で何を学ぶか、どのように学ぶかにつ
いて考える。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。
CDP

専門基礎科目(概論)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE53B11 現代日本語概論I 1 1.0 1・2 春AB 金4 2G407 沼田 善子

現代日本語の音韻、語彙、文法について、他言語との
異同、日本語教育との関わりを視野に入れて講義す
る。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。

AE53B21 現代日本語概論II 1 1.0 1・2 秋AB 金4 2G407 沼田 善子

現代日本語の文法、文字・表記、言語行動及び世界の
言語の中での位置について、他言語との異同、日本語
教育との関わりを視野に入れて講義する。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。

AE53B31 言語学概論 1 1.0 1・2 秋AB 木4 2B208 竹沢 幸一

人間言語の特徴とはどのようなものなのかという問題
を念頭に置きながら、科学的言語研究のための歴史的
背景、方法論、具体的分析方法などについて学ぶ。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。★人
文・文化学群コアカリキュラム
人文学類生、比較文化学類生に
限る。ただし、AE52A21の単位
取得者は履修できない。

AE53B41 日本語教育概論 1 1.0 1・2 春AB 金3 2G407 一二三 朋子

外国人への日本語教育についてコースデザインを中心
に講義する。また、日本語を教えることの意味につい
て、参考文献を読みながら討論する。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。★人
文・文化学群コアカリキュラム
人文学類生、比較文化学類生に
限る。ただし、AE52A31の単位
取得者は履修できない。

AE53B51 日本の文学概論 1 1.0 1・2 春AB 木5 2B507 清登 典子

日本の文学、とくに詩歌(和歌・連歌・俳諧・俳句)の
特質について考察する。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。★人
文・文化学群コアカリキュラム
人文学類生、比較文化学類生に
限る。ただし、AE53A21の単位
取得者は履修できない。

AE53B61 現代日本社会概論 1 1.0 1・2 春AB 火6 2G407 鈴木 伸隆

This class is to introduce students to the
contemporary Japanese society in an
anthropological perspective. It will examine
topics and issues such as family, community,
class and status, work and labor, and mass
culture.

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。This
class is taught in English.
英語で授業。
JTP

AE52A11 現代日本語概論 1 1.5 1 春ABC 応談 沼田 善子

現代日本語の音韻、語彙、文法、及び世界の言語の中
での位置について、他言語との異同、日本語教育との
関わりを視野に入れて講義する。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。

AE52A21 言語学概論 1 1.5 1 秋ABC 応談 竹沢 幸一

人間言語の特徴とはどのようなものなのかという問題
を念頭に置きながら、科学的言語研究のための歴史的
背景、方法論、具体的分析方法などについて学ぶ。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。

AE52A31 日本語教育概論 1 1.5 1 春ABC 応談 一二三 朋子

外国人への日本語教育についてコースデザインを中心
に講義する。また、日本語を教えることの意味につい
て、参考文献を読みながら討論する。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。

AE53A11 日本の歴史概論 1 1.5 1 秋ABC 応談 朴 宣美

日本の近現代史を中心に、様々な資料を扱いながら、
多様な立場の人々の考えや経験を歴史的に考察するト
レーニングを行い、歴史学・歴史研究への理解を深め
る。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。

AE53A21 日本の文学概論 1 1.5 1 春ABC 応談 清登 典子

日本の文学、とくに詩歌(和歌・連歌・俳諧・俳句)に
ついて、「共同性」の視点から取り上げ、その特質に
つき検討する。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。

AE53A31 文化基礎論 1 1.5 1 秋ABC 応談 鈴木 伸隆

「生活世界を捉える視点とその方法」をテーマとし
て、文化人類学の基礎的アプローチを学ぶ。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。履修にあたっては担当教員
との相談を要する。

AE53A41 国際教育概論 1 1.5 1・2
2019年度開講せず。

AE53A51 異文化間教育概論 1 1.5 1・2
2019年度開講せず。

専門基礎科目(専門英語)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE50A11 専門英語Ia 1 1.5 2 秋学期 集中
ウッズ アルフ
レッド

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。開講
日時は後日掲示。

（６）日 本 語・日 本 文 化 学 類
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授業
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単位数
標準履
修年次
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AE50A21 専門英語Ib 1 1.5 2 春ABC 火2 2G305 渡部 宏樹

This course offers students an intensive
opportunity of reading English books written by
Japanese during the Meiji era. Several chapters
from Inazo Nitobe's Bushido, Tenshin Okakura's
Book of Tea and The Awakening of Japan, and D.
T. Suzuki's An Introduction to Zen Buddhism are
assigned every week. The goal is to deepen
students' understanding of the Meiji Japan's
struggle in establishing its national identity.
This course uses bilingual texts for the sake of
extensive reading.

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。
英語で授業。

AE50A31 専門英語Ic 1 1.5 2 春ABC 月3 2G204 竹沢 幸一

日英語の文法比較に関する英文テキストを用いて、2
言語間の共通点と相違点を体系的に分析するための視
点を養う訓練を行うとともに、それに基づいて英語の
実用能力の向上を図り、また日本語教育への応用も併
せて考える。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。

AE50A71 専門英語Id 1 1.5 2 春ABC 水1 2G205
ツィガルニツカ
ヤ エレナ

Students will choose TED talks on innovative
projects in education and deliver group
presentations based on the chosen talks.

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。
英語で授業。

AE50A41 専門英語IIa 1 1.5 2 秋学期 応談

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。開講
曜時限は後日掲示。

AE50A51 専門英語IIb 1 1.5 2 春ABC 水2 2G205 渡部 宏樹

This is an introductory course on the history
and culture of Japanese American from the 19th
century to today. Every week, the class watches
movies on Japanese American history little by
little and the instructor explains the
historical, cultural, and social backgrounds of
the movies to deepen students' understanding.
Students will write a short research paper in
the latter half of the semester and make a
presentation in the last class.

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。
英語で授業。

AE50A61 専門英語IIc 1 1.5 2 秋ABC 月3 2G204 竹沢 幸一

英語音声についてのテキストの講読と実際の発音資料
を通してその特徴を把握し、発音および聴解の実用能
力の向上を図る。さらに、日本語の音声との比較を行
い、日本語教育への応用も併せて考える。

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。

AE50A81 専門英語IId 1 1.5 2 秋ABC 水1 2G205
ツィガルニツカ
ヤ エレナ

Students will deliver group presentations on TED
talks about their chosen aspect of culture.

日本語・日本文化学類正規生
(2018年度以前の入学者)に限
る。受講希望者が多い場合は人
数を制限することがある。
英語で授業。

AE54B11 専門英語A-I 1 1.0 2

2020年度以降開講。日本語・日
本文化学類正規生(2019年度以
降の入学者)に限る。
2019年度開講せず。

AE54B21 専門英語A-II 1 1.0 2

2020年度以降開講。日本語・日
本文化学類正規生(2019年度以
降の入学者)に限る。
2019年度開講せず。

AE54B31 専門英語B-I 1 1.0 2

2020年度以降開講。日本語・日
本文化学類正規生(2019年度以
降の入学者)に限る。
2019年度開講せず。

AE54B41 専門英語B-II 1 1.0 2

2020年度以降開講。日本語・日
本文化学類正規生(2019年度以
降の入学者)に限る。
2019年度開講せず。

AE54B51 専門英語C-I 1 1.0 3

2021年度以降開講。日本語・日
本文化学類正規生(2019年度以
降の入学者)に限る。
2019年度開講せず。

AE54B61 専門英語C-II 1 1.0 3

2021年度以降開講。日本語・日
本文化学類正規生(2019年度以
降の入学者)に限る。
2019年度開講せず。

専門基礎科目(実践力養成)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE55A12 日本語教育学特別演習I 2 1.0 1 - 4

過去の日本語教育能力検定試験を参考にして、日本語
教育に関する実践的な知識を身につけることを目指
す。

2019年度開講せず。
実務経験教員

AE55A22 日本語教育学特別演習II 2 1.0 1 - 4

過去の日本語教育能力検定試験を参考にして、日本語
教育に関する実践的な知識を身につけることを目指
す。

2019年度開講せず。
実務経験教員

AE55A32
日本語教育学特別演習
III

2 1.0 1 - 4 春C 木3,4 入山 美保

過去の日本語教育能力検定試験を参考にして、日本語
教育に関する実践的な知識を身につけることを目指
す。

実務経験教員

AE55A42 日本語教育学特別演習IV 2 1.0 1 - 4

過去の日本語教育能力検定試験を参考にして、日本語
教育に関する実践的な知識を身につけることを目指
す。

2019年度開講せず。
実務経験教員



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE55B13 海外語学研修I 3 2.0 1 - 4 通年 応談
日本語・日本文
化学類長

海外で実施される語学研修に参加し、外国語運用能力
と異文化適応能力を育成する。ただし、対象となる語
学研修は、学類で定める所定の基準を満たすもののみ
とする。

日本語・日本文化学類正規生に
限る。履修にあたっては担当教
員との相談を要する。

AE55B23 海外語学研修II 3 2.0 1 - 4 通年 応談
日本語・日本文
化学類長

海外で実施される語学研修に参加し、外国語運用能力
と異文化適応能力を育成する。ただし、対象となる語
学研修は、学類で定める所定の基準を満たすもののみ
とする。

日本語・日本文化学類正規生に
限る。履修にあたっては担当教
員との相談を要する。

AE55B33 海外語学研修III 3 3.0 1 - 4 通年 応談
日本語・日本文
化学類長

海外で実施される語学研修に参加し、外国語運用能力
と異文化適応能力を育成する。ただし、対象となる語
学研修は、学類で定める所定の基準を満たすもののみ
とする。

日本語・日本文化学類正規生に
限る。履修にあたっては担当教
員との相談を要する。

AE55B43 海外語学研修IV 3 3.0 1 - 4 通年 応談
日本語・日本文
化学類長

海外で実施される語学研修に参加し、外国語運用能力
と異文化適応能力を育成する。ただし、対象となる語
学研修は、学類で定める所定の基準を満たすもののみ
とする。

日本語・日本文化学類正規生に
限る。履修にあたっては担当教
員との相談を要する。

専門基礎科目(学際)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE56A11 共生のための社会言語学 1 1.0 1 秋AB 木5 1H101 澤田 浩子

多文化社会において生じる「ことば」に関する課題を
取り上げながら、社会言語学の基礎的知見を学ぶとと
もに、ステレオタイプやジェンダーの問題を通して共
生社会のあり方を考える。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。専門
導入科目(事前登録対象)

AE56A21 共生のための日本語教育 1 1.0 1 春AB 木4 3A204
松崎 寛,入山
美保

「共生のための日本語教育」に関して、言語学、日本
語学、社会学、教育学、第二言語習得研究等の隣接諸
分野との関わりから多角的に論じる。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。専門
導入科目(事前登録対象)

AE56A31 共生のための人類学 1 1.0 1 秋AB 木6 1H101 鈴木 伸隆

文化の異なる人々との共生を考える上で、文化的多様
性の尊重は重要な課題である。この授業では、文化相
対主義、地域社会、ジェンダー、人種、ネーション、
エスニシティー、ジェンダー、アイデンティティと
いった基本的な概念を人類学的視点から論じ、未来に
向けた共生のあり方を考える。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。専門
導入科目(事前登録対象)

AE56A41 共生のための歴史学 1 1.0 1 秋AB 火6 1H101 朴 宣美

近現代日本における多文化社会の形成と変化について
歴史学の視点から考察する。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。専門
導入科目(事前登録対象)

AE56A51 言語の科学 1 1.0 1 春AB 木6 5C407 竹沢 幸一

人間言語の特徴を現代の認知科学の観点から探究する
ための方法を学ぶとともに、言語教育への応用も併せ
て考える。

日本語・日本文化学類生は2019
年度以降の入学者に限る。専門
導入科目(事前登録対象)

専門科目(日本語)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE13A11 日本語の音声・音韻 1 1.0 2 秋AB 金2 2G407 松崎 寛

現代日本語の音声的特徴について概観する。具体的に
は、話し言葉の語形、リズム、アクセント、イント
ネーション、子音、母音などについて観察・分析する
基礎的能力を養う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A12 日本語の音声・音韻演習 2 1.0 3・4 春AB 木5 2G305 松崎 寛

「日本語の音声・音韻」で得られた知見を発展させ、
ガ行鼻音、オノマトペ、外来語の表記、アクセントの
機能、プロソディ等について考察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A21 日本語の文法I 1 1.0 2 春AB 木4 2G407 沼田 善子

文の単位を中心にした文法を考える。格、修飾、ヴォ
イス等の問題を取り上げ、日本語の文を文法的に観察
し、分析する基礎的能力を養う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A31 日本語の文法II 1 1.0 2 秋AB 木4 2G407 沼田 善子

文の単位を中心にした文法を考える。テンス・アスペ
クト、授受表現、モダリティー、とりたて、語順等の
問題を取り上げ、日本語の文を文法的に観察し、分析
する基礎的能力を養う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A32 日本語の文法演習I 2 1.0 2 春AB 金5 2G304 沼田 善子

日本語の文法において重要なトピックスの幾つかを取
り上げ、これらについて実際に言語資料を調査・収集
し、分析を行う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A41 日本語の文法III 1 1.0 3・4 春AB 月6 2G407 石田 尊

現代日本語の文の階層性に関して、特に、語順、助動
詞・助詞の出現(承接)順序、従属節の問題を中心に論
じていく。基本的に講義形式で行うが、受講者には現
象の観察や整理・記述の作業とその報告を適宜求め
る。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A51 日本語の文法IV 1 1.0 3・4 秋AB 月6 2G407 石田 尊

現代日本語(方言を含む)のヴォイスと格、および他動
性の問題を取り上げる。名詞句が文中で担う諸機能
や、動詞の文法的なタイプの検討を通して、文の構造
に関する理解を深める。基本的に講義形式で行うが、
受講者には現象の観察や整理・記述の作業とその報告
を適宜求める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A52 日本語の文法演習II 2 1.0 3・4 春AB 金3 2G204 石田 尊

各テーマごとに論文を選定し、担当者を決めて発表形
式で授業を進める。文法研究のなされ方について、実
際の論文を読解しつつ理解を深めていく。取り上げる
論文については第1回・第2回の授業で受講者の興味を
反映させつつ選定し、各回の分担を決定する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A61 日本語の語彙 1 1.0 2 春AB 金3 2B309 杉本 武

日本語の語彙の意味的側面と文法的側面、それに基づ
く語彙の体系について理解を深める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A62 日本語の語彙演習 2 1.0 2 秋AB 金3 2G305 杉本 武

動詞を中心に様々な側面からの語彙の分析に関する文
献を読み、その分析方法を検討することによって、語
彙分析の方法を学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
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AE13A71 日本語コーパス分析 1 1.0 3・4 秋AB 火2
2D203,
2D204,
2G305

杉本 武

日本語研究においてコーパスがどのように位置づけら
れ、どのように用いることができるのか、研究事例を
もとに考える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A72 日本語コーパス分析演習 2 1.0 3・4 春AB 火2
2D203,
2D204

杉本 武

コロケーションや語彙など、具体的なトピックに基づ
き、コーパスを用いて用例を収集し、分析を行う

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A81 日本語の談話 1 1.0 2 春AB 水6 2G407 澤田 浩子

談話分析に関する知見を学び、日本語のコミュニケー
ションにおける産出と理解の両面について理解を深め
る。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A82 日本語の談話演習 2 1.0 2 秋AB 水6 2G305 澤田 浩子

談話分析に関する知見をもとに、日本語のコミュニ
ケーションを対象にデータを収集し、分析する力を養
う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A91 日本語の語用論 1 1.0 2 春AB 火3 2G407 小野 正樹

語用論の観点から注目すべき言語現象を、典型的な日
本語の用例を用いて解説し、語用論の課題に対して、
コミュニケーション理論の側からのアプローチを試み
る。コミュニケーションの諸理論の概説を通して、話
の目的とは何かを解き明かしていく。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13A92 日本語の語用論演習 2 1.0 2 秋AB 火3 2G305 小野 正樹

日本語を中心として、発話機能の観点から、どのよう
な発話機能を必要として、日本語の教科書ではどのよ
うに扱われているかを見ながら、我々は、日常的にこ
うした発話を行う場合に、どのような点に留意する必
要があるかを、生データやコーパスを使って実例に当
たって、実証的に考える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
「日本語の語用論」を履修して
いることが望ましい。

AE13B11 日本語音韻史 1 1.0 2 春AB 月5 2G407 石田 尊

日本語音韻体系の歴史的変化の様子を検討していく。
上代日本語から現代日本語に至る流れの中で、日本語
の音韻体系にどのようなことが起こったのかを、具体
的な資料などを確認しながら考察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B21 日本語文法史 1 1.0 2 秋AB 月5 2G407 石田 尊

日本語文法体系の歴史的変化の様子を検討していく。
上代日本語から現代日本語に至る流れの中で、日本語
の文法体系にどのようなことが起こったのかを、具体
的な資料などを確認しながら考察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B31 日本語方言論 1 1.0 3・4 秋AB 金3 2G407 石田 尊

これまでの方言研究においてどのような調査がなさ
れ、明らかにされてきたのかを概観しつつ、特に方言
文法の問題を中心に考察を行っていく。後半では各自
が自身の文法を体系的に記述するためのトレーニング
とプレゼンテーションの時間を設ける。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B41 日本語動態論 1 1.0 3・4 秋AB 木2 2G407
谷口 孝介,澤田
浩子

古代から近代において、おもに中日の言語接触によっ
て生じる種々相について議論を行う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B51 世界の言語と日本語 1 1.0 3・4 春AB 木1 2G407 澤田 浩子

言語類型論、対照言語学に関する基礎的なトピックを
扱い、他言語を通じて日本語を観察・分析する力を養
う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B61 言語研究の方法 1 1.0 3・4 秋AB 月4 2G305 竹沢 幸一

日本語を出発点として、他言語との比較をまじえなが
ら、どうしたら人間の言語知識に体系的にアプローチ
できるかを理論的な観点から考える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B62 言語研究の方法演習 2 1.0 3・4 春AB 月4 2G204 竹沢 幸一

言語構造の普遍的および個別的側面について理論的に
考えるとともに、言語構造に関する議論を具体的デー
タからどのように組立てるかを学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B71 言語と文化I 1 1.0 2 春AB 木1 2G205 金 仁和

文化的な影響が見られる言語表現について考察する。
具体的に、積極的/消極的、絶対的/相対的、開放的/
閉鎖的などの文化的特徴が言語表現の方向性(上から
下/下から上、左から右/右から左、内から外/外から
内、全体から部分/部分から全体、原因から結果/結果
から原因、動きから停止/停止から動きなど)にどう現
れるのかを調べる。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B72 言語と文化演習I 2 1.0 2 秋AB 木1 2G205 金 仁和

広告言語、放送(ジャンル別)言語の特徴・機能の変遷
を調査する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B81 言語と文化II 1 1.0 3・4 春AB 木4 2G205 金 仁和

辞書での多義語を対象として、意味派生の方向の分析
で他言語と比較し、個別言語の特徴を明らかにする。
なお、重義の語彙や表現の曖昧さを解決する方法を考
える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B82 言語と文化演習II 2 1.0 3・4 秋AB 木4 2G205 金 仁和

語彙の目的別分類法、分類・提示基準について調査
し、分類を実践する。特に、語種別(例えばカタカナ
語と非カタカナ語)の使用目的・効果などについて考
察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13B91 言語と論理 1 1.0 3・4 春AB 火6 2G205 杉本 武

言語の形式化の基礎となる集合および命題論理、述語
論理、様相論理などの論理を学び、これらと言語との
関わりについて考察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13C11 コーパス言語学 1 1.0 2 春AB 木3
2D203,
2D204,
2G305

杉本 武

コーパスとはどのようなものであるのか、その特徴を
学び、コーパスを言語研究に利用するメリットとデメ
リットについて考える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
日本語・日本文化学類正規生に
限る。

AE13C13 コーパス言語学実習 3 1.0 2 秋AB
木3
応談

2D203,
2D204 杉本 武

コーパスの利用法について学ぶ。検索エンジンやコー
パス検索システムなどの利用法、コーパスの検索に有
効な正規表現の書法を実習する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
日本語・日本文化学類正規生に
限る。
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AE13E11 日本語教育文法論 1 1.0 2 - 4 秋C 集中 澤田 浩子

日本語教育におけるコースデザインやシラバスの組み
立て、教材や教案の作成に必要な日本語文法の知識を
身につける。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
1/25-1/26

AE13E21 日本語技能指導論 1 1.0 3・4 秋AB 月5 2G205 松崎 寛

「話す」「聞く」「読む」「書く」の四技能の指導に
関して、日本語教育の理論および実践の両面から理解
を深める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13E31 第二言語習得論 1 1.0 3・4 春AB 月5 2G205 松崎 寛

第二言語習得研究分野における基礎的なトピックをと
りあげ、日本語教育への応用について考える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13E41 外国人児童生徒教育論 1 1.0 2 - 4 秋学期 集中

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。開
講日時は後日掲示。

AE13E51 異文化間心理学 1 1.0 2 - 4 春C 集中

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。開
講日時は後日掲示。

AE13E61 日本語教育心理学 1 1.0 3・4 春AB 金4 2G305 一二三 朋子

日本語教育の研究の中で、心理学的な研究を紹介す
る。また、心理学的な手法についても紹介する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13E62 日本語教育心理学演習 2 1.0 3・4 秋AB 金4 2G305 一二三 朋子

日本語教育の心理学的研究について、心理学的な手法
を用いてデータを分析する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13E71
海外の日本語教育と日本
学

1 1.0 3・4 春AB 火4 2G205 小野 正樹

日本語教育を、海外への自国文化普及政策のソフトパ
ワーとして捉え、日本語政策について、現状の課題か
ら政策までを講義する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13E72
海外の日本語教育と日本
学演習

2 1.0 3・4 秋AB 火4 2G205 小野 正樹

日本語教育を、海外への自国文化普及政策のソフトパ
ワーとして捉え、日本語政策について、現状の課題か
ら政策までの課題を各自が問題意識を持ち、参加者で
議論する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。

AE13E81 日本文化入門 1 1.0 2 秋AB 火6 2G305 鈴木 伸隆

This class is to provide students with basic
ideas and knowledge to understand the historical
development of Japanese culture. It will
particularly examine how Japan has created its
unique religious tradition and practice through
accepting Chinese influences.

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。
This course is taught in
English.
英語で授業。
JTP
G科目

AE13E91 多文化の中の日本 1 1.0 3・4 春AB 木3 2G205 鈴木 伸隆

日本に生起する多様な諸問題を多文化状況という文脈
に位置づけ、理論的、実践論的な視点から分析し、そ
の重層的な意味を理解する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13E92 多文化の中の日本演習 2 1.0 3・4 秋AB 木3 2G205 鈴木 伸隆

『多文化主義とは何か』(アンドレア・センブリーニ
著、文庫クセジュ、白水社刊)を講読し、理念として
の多文化主義を学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13F11 ICTと言語教育 1 1.0 2 春AB 木6 2D202 石田 尊

ICTを活用して言語教育を行う際に知っておくべき事
項のうち、授業や教材の設計とインストラクションの
方法、著作権法への対応などコンプライアンスの問
題、そしてICTを活用した教育の実践例としてのeラー
ニングや遠隔教育の実情の3テーマに関する講義を行
う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
実務経験教員

AE13F12 ICTと言語教育演習 2 1.0 2 秋AB 木6 2D202 石田 尊

ICTを活用して言語教育を行うには、音声や画像(静止
画・動画)を適切に取り扱い教材化する実践的なスキ
ルが必要であり、eラーニングや遠隔教育を行うには
学習管理システム(LMS)に教材を組み込んで受講者に
提供していく必要がある。この演習では、言語教育の
ためのオンライン教材を試作する作業を通して、そう
した各種スキルの向上を目指す。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
実務経験教員
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AE13G11 日本の政治と社会 1 1.0 3・4 春AB 火5 2G407 三谷 芳幸

日本古代の政治・社会に関する諸問題を、東アジア世
界における国際交流の視点から検討する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G21 東洋の歴史と文化 1 1.0 2 秋AB 火1 2G407 朴 宣美

現代韓国の歴史と文化を考察する。 2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G31 近代日本の文化交流 1 1.0 3・4 春AB 火1 2G407 朴 宣美

社会文化史、ジェンダー史の視点から、「近代日本」
における人々の移動・交流・変化する意識について考
察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G32 近代日本の文化交流演習 2 1.0 3・4 秋AB 火5 2G407 朴 宣美

「近代日本」をテーマとして、テキスト批判トレーニ
ングを行う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G41 日本の宗教と芸能 1 1.0 3・4 秋AB 木5 2G304 山澤 学

日本近世~近現代における宗教・芸能・社会について,
具体的な事例を取り上げながら学修する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G51 日本文学の歴史 1 1.0 2 秋AB 火2 2G407 清登 典子

日本文学について、上古(~奈良時代)、中古(平安時
代)、中世(鎌倉・室町時代)、近世(江戸時代)、近代
(明治時代)という流れに沿って、それぞれの時代の社
会、文化、思想状況を踏まえながら、文学作品を取り
上げていく。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G61 日本文学と自然 1 1.0 2 秋AB 火4 2G407 清登 典子

日本文学の流れを、「自然」との関わり、という観点
から捉えていく。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G72
日本文学とその特質演習
I

2 1.0 2 春AB 火4 2G304 清登 典子

古典的教養の源泉の一つとなった作品「和漢朗詠集」
の江戸時代における注釈書「和漢朗詠集註」をテキス
トとして、各自が掲載される一つの詩歌について調査
した結果を発表する。学生による発表と全体による討
議によって授業を進める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。
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AE13G82
日本文学とその特質演習
II

2 1.0 3・4 秋AB 火6 2G304 清登 典子

松尾芭蕉の「奥の細道」の影印本を用いて、各自が担
当箇所について調査し、発表する。学生による発表と
全体での討議によって授業を進める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13G91 国語科教育と文学 1 1.0 2 - 4 秋AB 水3 2G305 石塚 修

中等教育の国語科でよく扱われる文学教材を中心にし
て、その内容や授業方法について考察する。教員免許
を取得して実際に国語科教員になることを熱望する人
材のみ受講していただきたい。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。日
本語・日本文化学類生に限る。
西暦奇数年度開講。
実務経験教員

AE13G92 国語科教育と文学演習 2 1.0 2 - 4

中等教育の国語科でよく扱われる文学教材を中心にし
て、その内容や授業方法について考察する。教員免許
を取得して実際に国語科教員になることを熱望する人
材のみ受講していただきたい。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。日
本語・日本文化学類生に限る。
西暦偶数年度開講。
2019年度開講せず。
実務経験教員

AE13H11 中国文学と日本文学 1 1.0 2 春AB 月4 2G205 谷口 孝介

日本文学に大きな影響を与え続けた、中唐白居易『白
氏文集』を概観し、いくつかの作品を講読する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13H12
中国文学と日本文学演習
I

2 1.0 2 秋AB 月4 2G204 谷口 孝介

日本文学における中国文学の受容の実態を知るための
入門として、平安時代文人の逸話集である林梅洞『史
館茗話』(1668年刊)を精読する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13H22
中国文学と日本文学演習
II

2 1.0 3・4 春AB 月2 2G204 谷口 孝介

日本文学における中国文学の受容の実態知るために、
初唐李嶠の詠物詩に基づいた源光行『百詠和歌』
(1204年成)を、原詩と対照しつつ精読する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。
日中双方の文学についてのある
ていどの基本知識を前提とす
る。

AE13H31 日本文化の基層 1 1.0 3・4 秋AB 月2 2G205 谷口 孝介

折口信夫、和辻哲郎、保田與重郎、丸山眞男などの議
論を手掛かりに、日本文化の「原型」を考える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13H43 日本文化研究実習I 3 1.0 2 - 4 春AB 木5,6 2G204 谷口 孝介

日本の伝統文化を代表する「茶の湯」について、その
歴史と実際を学ぶ。茶道の未経験者に限る。実習のた
めの扇子・帛紗(5,000円程度)のほか、茶・菓子代・
茶会参加など別途6,000~8,000円程度の実費が必要と
なる。実習の都合上、受講生の人数調整をするので、
初回に出席してエントリーを許可されない者には受講
を認めない。実習をともなうので中途でのみだりな欠
席や放棄が予想される者は絶対に履修しないこと。茶
の湯の作法は裏千家に則って行う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。
日本語・日本文化学類生に限
る。 実習科目のため備品の関
係で人数制限をする。

AE13H53 日本文化研究実習II 3 1.0 3・4
春C

夏季休業
中

火4
集中

2G304
清登 典子

日本の江戸時代の文化につき、江戸東京博物館および
北斎美術館の見学を通じて理解を深める。見学に先立
つ事前調査レポート、見学体験、および見学後の調査
に基づく事後レポートという見学と2回のレポート提
出により問題意識と理解とを深める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。実
地見学などに要する費用は各自
実費負担。15名程度を目途に人
数制限を行う。

AE13H63 文化の伝流と複合実習 3 2.0 3・4
春AB
通年

木2
集中

2G204
谷口 孝介

東アジア文化のなかで日本文化が展開・複合する様相
を、実地見学(2泊3日ていど)および博物館見学などを
行いつつ考察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。
実地見学などに要する費用は各
自実費負担。10名ていどを目途
に人数制限を行う。

AE13H71 日本の経済と文化 1 1.0 3・4 春AB 火3 2C310 吉村 秀清

日本社会は都市圏を除く地域で集落の消滅や自治体の
疲弊が危惧されている。このため、国の重要な施策と
してコミュニティの再生を目指した「地方創生」が取
り組まれている。コミュニティ問題を多様な視点から
解説しながら地域を理解する力を養成する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

AE13H81 日本の地誌と生活 1 1.0 3・4 秋AB 水4 2C310 加藤 晴美

多様な自然環境を内包する日本では、それぞれの風土
に根ざした様々な景観と生活文化が形成されてきた。
本講義では、日本の地域特性とその変化について、人
びとの暮らしに欠かすことができない「生業」や「食
文化」、「遊び」などの観点から、具体的な事例を挙
げて考察する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。

専門科目(国際・協働)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE14A12
日本語・日本文化共同研
究I

2 1.0 2 - 4 春AB 木4 2G204 一二三 朋子

日本語の中にある日本文化について、日本人学生と留
学生とが協働で、調べたり発表したり、討論したりす
る。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
G科目

AE14A22
日本語・日本文化共同研
究II

2 1.0 2 - 4 春AB 応談

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。開
講曜時限は後日掲示。
G科目

AE14A32
日本語・日本文化共同研
究III

2 1.0 2 - 4 春AB 火6 2G204 清登 典子

日本の文学について、留学生と日本人学生とが共同で
調査し、発表することで授業を進める。具体的には、
日本の文学を、(1)奈良時代の文学、(2)平安時代の文
学、(3)鎌倉・室町時代の文学、(4)江戸時代の文学、
(5)明治時代の文学 の五つに分け、それぞれの時代の
文学につき概要を教員が講義するとともに、学生グ
ループが各時代の文学作品について調査した結果につ
き発表を行う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。
G科目

AE14B13 言語教育対話実習I 3 1.0 2 - 4 春AB
月4
応談

2G304
松崎 寛

日本人および留学生による未習外国語の模擬授業およ
び意見交換を通して、指導技術の向上を目指すととも
に、学習者の立場を理解し、学習がどのようにして起
こるのかに対する理解を深める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
G科目
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AE14B23 言語教育対話実習II 3 1.0 2 - 4 秋AB
月4
応談

2G304
松崎 寛

日本人および留学生による未習外国語の模擬授業およ
び意見交換を通して、指導技術の向上を目指すととも
に、学習者の立場を理解し、学習がどのようにして起
こるのかに対する理解を深める。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
G科目

AE14C13 日本語教育実習 3 3.0 2 - 4 秋ABC 金5,6 2G305
一二三 朋子,松
崎 寛,入山 美
保

カリキュラム作成、教案・教材教具作成、模擬実習、
教壇に立っての本実習等を通して、日本語教育の方法
論と技術を学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。
実務経験教員
「日本語教育対話実習」もしく
は「言語教育対話実習」を履修
していることが望ましい。

AE14C23 日本語教育国際研修I 3 3.0 2 - 4
秋ABC

春季休業
中

応談
集中

一二三 朋子,松
崎 寛,入山 美
保

マレーシアの中等教育機関及びマレーシア工科大学に
て、3週間、日本語を教える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。説
明会を実施(4-5月)。人数制限
あり。インターンシップ科目。
CDP
実務経験教員

AE14C33 日本語教育国際研修II 3 3.0 2 - 4

マレーシアの中等教育機関及びマレーシア工科大学に
て、3週間、日本語を教える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。説
明会を実施(4-5月)。人数制限
あり。インターンシップ科目。
2019年度開講せず。
CDP
実務経験教員

AE14C43 日本語教育国際研修III 3 3.0 2 - 4

マレーシアの中等教育機関及びマレーシア工科大学に
て、3週間、日本語を教える。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。説
明会を実施(4-5月)。人数制限
あり。インターンシップ科目。
2019年度開講せず。
CDP
実務経験教員

AE14E13
日本語・日本文化国際研
修I

3 3.0 2 - 4
秋C

春季休業
中

水6
集中

2G305
澤田 浩子

スロベニア・リュブリャーナ大学で2週間の異文化理
解プログラムを行う。(1)日本の言語・文化・社会に
関する研究発表を行い、現地の大学生と学術交流を行
う。(2)民族学博物館、国立美術館、現地小中学校等
の見学。(3)スロベニア語の基本的な特徴を理解し、
日常会話を習得する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。5
月7・8日(11:30-12:00)に説明
会を実施するので履修希望者は
必ず出席すること。人数制限あ
り。
西暦奇数年度開講。
G科目
実務経験教員

AE14E23
日本語・日本文化国際研
修II

3 3.0 2 - 4

スロベニア・リュブリャーナ大学で2週間の異文化理
解プログラムを行う。(1)日本の言語・文化・社会に
関する研究発表を行い、現地の大学生と学術交流を行
う。(2)民族学博物館、国立美術館、現地小中学校等
の見学。(3)スロベニア語の基本的な特徴を理解し、
日常会話を習得する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。5
月に説明会を実施するので履修
希望者は必ず出席すること。人
数制限あり。西暦偶数年度開
講。
2019年度開講せず。
G科目
実務経験教員

AE14E33
日本語・日本文化国際研
修III

3 3.0 2 - 4
春AB
秋A

火3
集中

2G305
朴 宣美

日韓の歴史問題への理解を深めるため韓国で実習を行
う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。説
明会を実施(4-5月)。人数制限
あり。
G科目

AE14F13 日本語教育企業研修 3 3.0 2 - 4
春ABC

夏季休業
中

応談
集中

一二三 朋子,松
崎 寛,入山 美
保

日本語教材の制作会社で約2週間、外国人社員への日
本語教育や教材編集について実践的な研修を行う。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。説
明会を実施(4-5月)。人数制限
あり。インターンシップ科目。
CDP
実務経験教員

AE14F23
日本語教育インターン
シップI

3 3.0 2 - 4 通年 応談
一二三 朋子,松
崎 寛

海外の協定校での日本語を教えた経験に対して、一定
の条件・水準を満たしていると判断した場合は、単位
を認定する。条件としては、留学前の履修申請と受理
を経た上で、留学中の定期的報告、留学後の報告とレ
ポート、現地協定校の担当教員からの評価の提出、な
どが求められる。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。履
修にあたっては担当教員との相
談を要する。インターンシップ
科目。
CDP
実務経験教員

AE14F33
日本語教育インターン
シップII

3 3.0 2 - 4 通年 応談
一二三 朋子,松
崎 寛

海外の協定校での日本語を教えた経験に対して、一定
の条件・水準を満たしていると判断した場合は、単位
を認定する。条件としては、留学前の履修申請と受理
を経た上で、留学中の定期的報告、留学後の報告とレ
ポート、現地協定校の担当教員からの評価の提出、な
どが求められる。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。履
修にあたっては担当教員との相
談を要する。インターンシップ
科目。
CDP
実務経験教員

AE14F43
国際・協働インターン
シップI

3 3.0 2 - 4 通年 応談
鈴木 伸隆,澤田
浩子

国内外で行う多文化共生に関わる社会的活動(海外ボ
ランティアや企業研修)に対して、インターンシップ
として単位を付与する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。履
修にあたっては担当教員との相
談を要する。インターンシップ
科目。
CDP
実務経験教員
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AE14F53
国際・協働インターン
シップII

3 3.0 2 - 4 通年 応談
鈴木 伸隆,澤田
浩子

国内外で行う多文化共生に関わる社会的活動(海外ボ
ランティアや企業研修)に対して、インターンシップ
として単位を付与する。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。履
修にあたっては担当教員との相
談を要する。インターンシップ
科目。
CDP
実務経験教員

AE14G13
日本語方言研究フィール
ド実習I

3 3.0 2 - 4
春AB秋AB

通年
金6
集中

2G205
石田 尊

特定の地点でのフィールドワークを中心とした実習科
目である。事前学習の期間に自ら調査する内容を検討
し、事後学習の期間では調査結果の整理とプレゼン
テーション等を行う。調査のテーマとしては、アクセ
ントを含む音韻・音声および動詞や名詞などの語彙調
査を中心とする。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。人
数制限あり。
西暦奇数年度開講。

AE14G23
日本語方言研究フィール
ド実習II

3 3.0 2 - 4

特定の地点でのフィールドワークを中心とした実習科
目である。事前学習の期間に自ら調査する内容を検討
し、事後学習の期間では調査結果の整理とプレゼン
テーション等を行う。調査のテーマとしては、動詞
(述部)や名詞の形態論的な記述を中心とする。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。人
数制限あり。西暦偶数年度開
講。
2019年度開講せず。

AE14G33
日本語談話研究フィール
ド実習I

3 3.0 2 - 4
春C

夏季休業
中

水5,6
集中

2G205
澤田 浩子

日本語における言語コミュニケーションについて
フィールドワーク調査を行い、レポートを作成する。
現地での滞在調査を通じて、言語と人間・文化・社会
との関わりを学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。4
月24日(11:30-12:00)に説明会
を実施するので履修希望者は必
ず出席すること。人数制限あ
り。
西暦奇数年度開講。

AE14G43
日本語談話研究フィール
ド実習II

3 3.0 2 - 4

日本語における言語コミュニケーションについて
フィールドワーク調査を行い、レポートを作成する。
現地での滞在調査を通じて、言語と人間・文化・社会
との関わりを学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE11に相当。4
月に説明会を実施するので履修
希望者は必ず出席すること。人
数制限あり。西暦偶数年度開
講。
2019年度開講せず。

AE14G53
日本文化研究フィールド
実習I

3 3.0 2 - 4
春C

夏季休業
中

水5,6
集中

2G305
鈴木 伸隆

日本の地域社会を対象として、現地調査の方法を実践
的に学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。4
月24日(11:30-12:00)に説明会
を実施するので履修希望者は必
ず出席すること。人数制限あ
り。
西暦奇数年度開講。

AE14G63
日本文化研究フィールド
実習II

3 3.0 2 - 4

日本の地域社会を対象として、現地調査の方法を実践
的に学ぶ。

2018年度以前の日本語・日本文
化学類入学者はAE12に相当。4
月に説明会を実施するので履修
希望者は必ず出席すること。人
数制限あり。西暦偶数年度開
講。
2019年度開講せず。
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AE18K13
Japan-Expertインターン
シップI

3 3.0 3・4

海外または国内で日本語教育実習を行う。
カリキュラム作成、教案・教材教具作成、模擬実習、
教壇に立っての本実習等を通して、日本語教育の方法
論と技術を学ぶ。

Japan-Expert日本語教師養成
コース学生に限る。インターン
シップ科目。西暦偶数年度開
講。
2019年度開講せず。
実務経験教員
「日本語教育対話実習」もしく
は「言語教育対話実習」を履修
していることが望ましい。

AE18K23
Japan-Expertインターン
シップII

3 3.0 3・4 通年 応談
入山 美保,一二
三 朋子,松崎
寛

海外または国内で日本語教育実習を行う。
カリキュラム作成、教案・教材教具作成、模擬実習、
教壇に立っての本実習等を通して、日本語教育の方法
論と技術を学ぶ。

Japan-Expert日本語教師養成
コース学生に限る。インターン
シップ科目。西暦奇数年度開
講。
実務経験教員
「日本語教育対話実習」もしく
は「言語教育対話実習」を履修
していることが望ましい。

卒業論文

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE10012 卒業論文演習I 2 1.0 3 秋ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者対象。

AE10022 卒業論文演習II 2 1.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者対象。

AE10032 卒業論文演習III 2 1.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者対象。

AE10042 卒業論文演習IV 2 1.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者対象。
AE10012に相当。留学または休
学した学生対象の科目であり、
履修にあたっては相談を要す
る。



科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE10052 卒業論文演習V 2 1.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者対象。
AE10022に相当。留学または休
学した学生対象の科目であり、
履修にあたっては相談を要す
る。

AE10062 卒業論文演習VI 2 1.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文作成のための指導を行う。 2018年度以前の入学者対象。
AE10032に相当。留学または休
学した学生対象の科目であり、
履修にあたっては相談を要す
る。

AE10A12 総合演習導入 2 1.0 2

卒業論文作成にむけて問題発見のための指導を行う。 2019年度以降の入学者対象。
2020年度より開講。
2019年度開講せず。

AE10B12 総合演習I 2 3.0 3

卒業論文作成のための基礎力を養う。 2019年度以降の入学者対象。
2021年度より開講。
2019年度開講せず。

AE10C12 総合演習II 2 3.0 3

卒業論文作成のための基礎力を養う。 2019年度以降の入学者対象。
2021年度より開講。
2019年度開講せず。

AE10D12 卒業論文演習I 2 3.0 4

卒業論文作成のための指導を行う。 2019年度以降の入学者対象。
2022年度より開講。
2019年度開講せず。

AE10E12 卒業論文演習II 2 3.0 4

卒業論文作成のための指導を行う。 2019年度以降の入学者対象。
2022年度より開講。
2019年度開講せず。

AE10F18 卒業論文 8 6.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文を作成する。

AE10F28 卒業論文 8 6.0 4 春ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業論文を作成する。 留学または休学した学生対象の
科目であり、履修にあたっては
相談を要する。

卒業研究(Japan-Expert)

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE10K12 卒業研究演習I 2 1.0 3 春ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業研究のための指導を行う。 Japan-Expert日本語教師養成
コース学生対象。

AE10K22 卒業研究演習II 2 1.0 4 秋ABC 随時
日本語・日本文
化学類関係教員

卒業研究のための指導を行う。 Japan-Expert日本語教師養成
コース学生対象。

AE10K32 卒業研究演習III 2 1.0 4

卒業研究のための指導を行う。 Japan-Expert日本語教師養成
コース学生対象。2020年度春学
期開講。
2019年度開講せず。

AE10K18 卒業研究 8 6.0 4

卒業研究を完成する。 Japan-Expert日本語教師養成
コース学生対象。2020年度春学
期開講。
2019年度開講せず。

日本語・日本文化研修留学生

科目番号 科目名
授業
方法

単位数
標準履
修年次

実施学期 曜時限 教室 担当教員 授業概要 備考

AE81N13
日本語・日本文化実験実
習

3 1.0 1
秋B
秋AC

集中
随時

竹沢 幸一,金
仁和

学外での研修を通して日本文化に直接接する。研修前
には事前学習を行い、研修後は各自のテーマでレポー
トを作成する。

日本語・日本文化研修留学生対
象。

AE81N32
日本語・日本文化修了論
文特別研究

2 2.0 1 春AB 随時
沼田 善子,竹沢
幸一

修了論文作成のための指導を行う。 日本語・日本文化研修留学生対
象。

AE81N48
日本語・日本文化修了論
文

8 2.0 1 春ABC 随時
沼田 善子,竹沢
幸一

各自の研究テーマについて、各指導教員のもとで修了
論文(研究論文、もしくは研究ノート)を作成する。作
成した論文は『異文化との出会い』として印刷する。

日本語・日本文化研修留学生対
象。

AE82N22
日本語・日本文化基礎研
究

2 1.0 1 秋AB 随時
竹沢 幸一,金
仁和

修了レポート作成のための予備指導を行う。 日本語・日本文化研修留学生対
象。

AE82N32
日本語・日本文化特別研
究

2 2.0 1

日本語・日本文化研修留学生対
象。2020年度より開講。
2019年度開講せず。

AE82N48
日本語・日本文化修了レ
ポート

8 2.0 1

日本語・日本文化研修留学生対
象。2020年度より開講。
2019年度開講せず。


